






































● 年号は、西暦に統一して記している。  
● 美術作品は《  》で示した。 
● 引用文は「  」で示し、単行本・雑誌名は『  』で示した。 
● 強調する単語、文章は“ ”で示した。 
● 引用に際して、文中の任意の箇所を省略した場合、その箇所に(上
略) (中略) (後略)と記した。 
● 文中、敬称は略した。  
● 図版は【  】で示した。 
● 図版に挙げた作品の出典については、章末にまとめて記した。  
● 筆者の制作工程と制作した作品については、文中に図版を挿入して
示し、【図章番号―○】と表記した。(例えば、第 3 章の図 2 ならば、
【図 3－2】と記す。) 
● 表については、文中に挿入し、【表 章番号―○】と表記した。(例
えば、第 3 章の表 4 ならば、【表 3－4】と記す) 
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図 0－ 1 鋳巣  
 










                                                   
1 “いはだ”と呼ばれ、鋳造した直後の鋳造品の表面、未研磨の状態示す。  
2 “いす”と言って、金属が凝固する際に収縮による鋳造品の内部に生じた空洞のことを
示す。鋳造欠陥の一つとして認められる。  
3 湯流れ“ゆながれ”は液体の金属が鋳型内部に流れることを示している。  
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0.2 研究目的 


























                                                   
4 「語源辞書。経尊著。初稿六巻本は 1268 年，増補の十巻本は 75 年成立。主に鎌倉時代
の口語を第二音節までイロハ順に配列し，片仮名漢字まじり文の問答体で語源の説明を記
したもの」  三省堂  大辞林『名語記』の項目から引用。  
























0.3 研究方法  





                                                   
5 現代の工業生産や美術品制作に最も使用されている技法である。例えば生型鋳造法、ガ
ス型鋳造法、セラミック鋳造法などの技法を指している。  





























章 ブロンズ素材を用いた彫刻表現、第 2 章 古代鋳造技法についての考察、
第 3 章  古代鋳造技法による彫刻表現の可能性及び手法の検証、第 4 章 古






























                                                   
6 田賀井篤平、白雲翔、三船温尚、韓偉東、清水康二、三河内岳「鏡笵面の金属鋳込みに
伴う皮殻形成の研究―（ 3）塗型材と黒色皮殻の構成物質―」『 FUSUS VOL． 3』アジア鋳
造技法学会誌  P． 1 2011 














●  原型（げんけい）  



























は中子に統一する【図 0－3】。  
 
図 0－ 3 鋳型構造のイメージ図  
 
















                                                   
7戸津圭之介、長谷川克義「古代鋳造文化財の技法研究」第Ⅳ章  平尾良光『古代青銅の流
通と鋳造』鶴三堂  1999 年  
8木節粘土（きぶしねんど）とは、世界大百科事典  第２版の解説によると、カオリナイト
鉱物を主成分とする堆積粘土。粘土層中に炭化した木片 (亜炭 )を含むので、この名がある。 
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● 紙土（かみつち）  
 真土型の肌土（鋳物表面となる部分）として多く使う土で、これを作
るのには紙種 （粘土約 300g と紙繊維（A4 サイズの和紙約 15～20 枚分
程度）を練り合わせたもの）体積の割合 1 として真土（100～ 150 番篩
で篩った真土） 25～ 30 倍程加えてからよく練り合わせたものを指す。
場合によって 3％の炭粉を加えることもある。  
 
● 玉土（たまつち）  
 “もろ目”ともいい、本論は玉土に統一する。2 ㎜程度（30～50 番の
篩で篩った真土）の真土に埴汁を加えて練り合わせたもの。  
 
● 粗土（あらつち）  
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図 0－ 4 押し台と見切り線 
 
● 押し台（おしだい）  
 見切り線に従って原型を部分的に埋め、見切り面を整えて鋳型を成形
した後、押し台を壊して捨てる。すなわち捨て型とも言う。本論は“押
し台”に統一する【図 0－4】。  
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図 0－ 6 笄  
 







● 湯（ゆ）  
 溶かした金属のことを示す。  
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● 湯口（ゆぐち）  
 鋳型に湯を注ぎ込む口【図 1－7】。  
 








図 0－ 7 湯口、湯道、堰 
 
● 堰（せき）  
 湯道と作品が接続する部分。仕上げのことから考え、できるだけ作品









図 0－ 8 銅鐸鈕の部分に発生した鋳バリ  
 上記以外、各章で出てくる用語については、その都度定義を行うことにす
る。  



















































































よって様々であることが確認できる【表 1－1】。  
表 1－ 1 各地域、時代におけるブロンズの合金組成  
金属の割合  
地域  
銅  錫  鉛  亜鉛  
ギリシャの鏡の場合  62～ 71% 23～ 32% 5～ 7%  
ギリシャの彫像の場合  88% 6～ 9%   
日本と中国の場合  80% 4% 10% 2% 
イタリア･ルネサンス  86% 12% 2%  
                                                   
9 純銅の融点は 1084.62℃となる。  
10 銅に加える錫の量によって融点が異なってくるが、1000℃以下となることが一般的であ
る。  



























































                                                   
11鋳造品の総称。  






























『FUSUS』アジア鋳造技法史学会  P.55～ 61 2012 年より。  
13鋳物のもとの形である。  



























































































                                                   
17他素材の物をブロンズに溶着させること  
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図 1－ 1 制作イメージの平面図  
 彫刻原型を制作せず、平面的な紙に
造形のイメージを推敲し、直接鋳型成
形作業に取り込んだ。【図 1－1】。  
 
 
図 1－ 2 50 番の土間土  
 鋳型に用いる材料は筑波大学芸術
専攻の鋳造室の土間土を各粗さに篩
い分けて使用する【図 1－2】。  
 
 
図 1－ 3 土間土に埴汁を加え  
 これらの土に強度を加えるため、埴
汁を加えて混ぜる【図 1－3】。  
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せる【図 1－5】。  
 
 





にひび割れが生じた【図 1－6】。  
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【図 1－8】。  
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中子を同じ 3 ㎜の厚みを削るために、まず中子に同じ 3 ㎜の溝を複数に掘り
込んで基準にしてから面を削る【図 1－11】。  
 
 











  第 1章 ブロンズ素材を用いた彫刻表現 
 26 
 
図 1－ 13 鋳型を合わせる準備  
 木と中子を外型に納め、湯道を片
面の鋳型に削って成形し、2 つの外型
を合わせる【図 1－13】。  
 
 














のために余裕を見て 800℃と設定した。  
表 1－ 2  
150℃ 200℃ 300℃ 400℃ 500℃ 600℃ 700℃ 800℃ 












間にかけて、最高温度を 600℃に設定して型焼を試みることにした。  
 
 
図 1－ 15 仕上げ途中の様子  
 作品の湯道を切断し、部分的に研磨
を行い、表面処理は緑青でブロンズを













                                                   
18 金属の厚みの差異によって、凝固の際に生じた凹みを示す。  























    
図 1－ 16 《夜の森》正面（Ａ面）     図 1－ 17 《夜の森》背面（Ｂ面） 






























                                                   
19 三船温尚：「東アジアの青銅鋳造技法の地域的特徴と変遷に関する研究」 P.151～P.182 
2007 年  
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20伊東  俊太郎（いとう  しゅんたろう、 1930 年 4 月 25 日  - ）は、日本の科学史家・文明
史家。東京大学名誉教授、国際日本文化研究センター名誉教授、麗澤大学名誉教授。  




























                                                   
21祭鳳書『山東省の古代文化と日本弥生文化の源流』国際日本文化研究センター  P.264 2002 年  
22石野亨『鋳造技法の源流と歴史』産業技術センター  P.1 1977 年  
23型焼き：土鋳型が含む鉱物中の結晶水分を除去するため、 700℃～ 800℃程度で素焼する作業であ
る。  
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2.2 真土型鋳造法について  
 前述のように、戸津圭之介らによって示された“真土”の性質は鋳造工程
において様々な効果を果たしている。例えば、「耐火度のある砂と粘土を混





























                                                   
24鋳型から発生したガスが溶湯に混入し、溶湯が固まると気泡のような穴ができてしまう。 
25 耐熱粘土を一度加熱（ 1300℃～ 1400℃）し、細かく砕いたものを指す。レンガ粉はそ
の一つである。  
26神崎勝『冶金考古学概論』 2006 年  































                                                   
27五十川伸矢「古代中世の鋳鉄鋳物」『国立歴史民俗博物館研究報告』第 46 集  1992 年  





























 本節で述べた内容を主に 3 つの問題点としてまとめて試みた。  
●   “古代鋳造技法”＝“真土型鋳造法”は本当か。   
確かな証拠がない。  
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“真土”以外の可能性について模索する姿勢がない。  
●   “真土”無しで鋳造はできないのか実験が必要となる。  


























































                                                   
28鋳造後の鋳物を仕上げする時に削る分である。  
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い。ゆえに、鋳物は本来、何 mm で鋳造されたのか、鋳肌 29はどんな状態を
呈したのか、という諸問題に対して鋳造技法に関する調査は困難を極めた。 
そのような中で、荒神谷遺跡から出土した 358 本の銅剣の中に唯一研磨さ




して取り上げた【図 2－1】。  
 
 













                                                   
29鋳造した直後の鋳物の表面となる。  








は【図 2－2、図 2－3】を参考とする。  
 
 
図 2－ 2 銅剣各部分名称  
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の成形に伴う表 2－1 の②の内容を中心的に論じていくこととする。  
 
                                                   












「美東町史  通史編」美東町史編さん委員会 2004P.83）  
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銅剣の鋳型は大きく 2 つの部分に区別して制作し、使用した材料は表 2－






って各部分に異なる粒度の鋳型砂を用いることにした【表 2－2】。  
 
表 2－ 2 鋳型に用いる材料の種類  
















土器質鋳型外枠  ○   ○   
粗い鋳型土  ○   ○  ○  




























面の成形に用いた【図 2－6】。  
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分は約 3 ㎜程度で付ける【図 2－9】。 
 
 






















図 2－ 13 関を示す線  












を掘り込む【図 2－14】。  
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4～5 ㎜の深さを掘る【図 2－15】。  
 
 
図 2－ 16 銅剣の翼部分の厚みを掘る  
 剣型の形に合わせて多種類の竹
ベラで、銅剣の翼部分の厚みを掘る
【図 2－16】。  
 
 




り厚く、約 3 ㎜前後である【図 2－
17】。  
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する予定である。   
                                                   
34 鋳造後、鋳型を割り出す際に鋳物に鋳型土がつかないようにするための工夫である。一
般的に墨や炭粉などを用いることが多い。  















窯の寸法は 100 ㎝×65 ㎝×40 ㎝の大きさで【図 2－19】、使用した炭の量
















                                                   
35 型焼の具合を判断するため、鋳型内部に繋がる穴  
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 358 本の銅剣の化学組成（平均濃度）は表 3－3 の通り 36で、これを鋳造実
験の参考にした。しかし、他に、銀、ヒ素などの微量の元素も測定されてい
るため、銅、錫、鉛の数値を合わせて遺物の成分が 100％にならなかったが、
参考資料と最も近い値に調整して銅 84％、鉛 11%、錫 5％、で配合した。  
 
表 2－ 3 銅剣の科学分析表  （荒神谷遺跡で発見された時の埋蔵状況で数が少ない列を A
列とし、順番に B、 C、 D 列に並べる。 A 列は西南方向で D 列は東北方向に埋蔵された。単
位％）  
 銅（Cu） 錫(Sn) 鉛(Pb) 
銅剣 A 列 82.0±7.1 6.7±5.1 9.5±4.8 
銅剣 B 列 83.9±3.8 6.0±2 
4 
7.5±2.3 
銅剣 C 列 82.2 
60 
5.9±4.7 8.0±2.4 
銅 D 列 79±4.0 5.8±3. 10.2±4.5 
銅剣全体 82.2±5.2 6.1±3.8 .6±3.5 
 
 









は鋳造設備は整えられておらず、溶解炉は耐熱煉瓦で約 25 ㎝×25 ㎝×50 ㎝
の大きさで組んだ。酸素を炉内に送り出せるように電気鞴を設置してコーク
スを燃焼させた。【図 2－20】融点が一番高いので、比較的溶けやすい銅線
                                                   
36 『出雲神庭荒神谷遺跡  第一冊  本文編』島根県教育委員会  P163 1996 年  



























































図 2－ 23 復元した銅剣の A、 B 面  
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2.4.5 銅鐸の復元実験による中空造形についての考察  
銅鐸の復元実験では、荒神谷遺跡銅剣の復元実験の引き続きでもあり、銅
















1：3 に混ぜ合わせたものを使用した【表 2－4】。  
 
                                                   
38劉治国：「荒神谷遺跡出土青銅器の鋳造技法研究―その（１）土器質鋳型外枠による銅
剣の復元鋳造―」『アジア鋳造技法史学会  研究発表概要集  4 号』アジア鋳造技法史学
会  P.45 2010 年  
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表 2－ 4 鋳型各パーツの材料（銅鐸）  
















土器質鋳型外枠  ○   ○   
鋳型土  ○  ○  ○  ○  
中子土   ○  ○   
 
 





















































る【図 2－29】。  
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た炭は約 50 ㎏であった【図 2－30】。 
 
 









図 2－ 32 鋳込み  
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2.4.6 銅鐸の復元実験の結果について  
 
 
図 2－ 34 復元した銅鐸 A 面   
 
図 2－ 35 復元した銅鐸 B 面  
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図 2－ 38 鋳型の断面 
鋳型の断面を観察してみると、
粗い鋳型土の層は炭化による黒い































3.1 鋳肌の芸術的表現の可能性  






























【図 3－1、図 3－2】。 
 
 
図 3－ 1 ブロンズ素材による木の質感の
表現（土型鋳造）  
 






ばイタリア式の鋳造法では、鋳型の裏打ち 39には 20 番 40のルート 41を用い、
これに対して鋳型面ではさらに 40 番以上の細かい粒子を使用する。また、
                                                   
39裏打ちとは、鋳型の外側を示す。  
40篩の細かさを示す値。番数は大きいほど粒子が細かい。  
41 石膏鋳造の場合は鋳型材として用いられた石膏と煉瓦粉の混合物を砕いたもの。   
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酸化膜を除去する。さらに、酸化による緑青効果や硫化による黒色変化など、





















































図 3－ 4 筑波大学鋳造室の土間土（ 8 番） 
 
図 3－ 5 土の篩い分け  




の土間土を 8 番【図 3－4】（篩の網目の穴は約 0.25 ㎜×0.25 ㎜）、20 番【図
3－6】（篩の網目の穴は約 0.12 ㎜×0.12 ㎜）、40 番【図 3－7】（篩の網目の
穴は約 0.07 ㎜×0.07 ㎜）、三種類の粒度に篩い分けて実験した【図 3－ 5】。 
 
 
図 3－ 6 筑波大学鋳造室の土間土（ 40 番）  
 
図 3－ 7 筑波大学鋳造室の土間土（ 20 番）  
 
 






















図 3－ 9 川砂  
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図 3－ 13 実験用鋳型面の土の配列  
 
 
図 3－ 14 実験試料の鋳型  
 




実験を行った【図 3－14、図 3－15】。  
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実験結果は図 3―16 に示す通りになった。鋳造後の試料は判子のような図
3－13 の鋳型土の配列と反転して表示し、左上から 20 番土間土、海砂、40
番土間土、川砂、8 番土間土、硅砂（5 号）の順で表示している。  
 
 



















現しにくく、平面に近い状態になってしまう。その理由から 8 番、20 番、















図 3－ 17 鋳肌材の配列のイメージ図  
 
鋳型面の質感が表現される部分  





て、図 3－16 のように粗い 8 番の土間土の部分に 2 本鋳バリのようなものを
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いる【図 3－20】。  
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図 3－ 19 銅鐸鋳造のイメージ図   
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42三船温尚  長柄毅一：「鋳造実験による大型金銅仏の分割型鋳造の検証」『アジア鋳造
技法史学会  研究発表概要集  6 号』アジア鋳造技法史学会  
43三船温尚  長柄毅一：「鋳造実験による大型金銅仏の分割型鋳造の検証」『アジア鋳造
技法史学会  研究発表概要集  6 号』アジア鋳造技法史学会  2012 年  
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図 3－ 22 加茂岩倉 23 号銅鐸の部分（正面） 
 


















ない」 44。  
祭器として作られていた造形物であるため、彫刻造形との審美観が大きく
異なっている。  
                                                   
44佐原  真『銅鐸の考古学』  東京大学出版社  P.70 2002 年  





 図 3－23 のように薄い板状の銅鐸の鈕部には、菱環の微妙な起伏によるレ
リーフ的な立体感が現れている。しかし、菱環は同じ高さで突き出るので、










図 3－ 24 粘土原型  
 










図 3－ 25 粘土原型（上から）  
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ような“力”を感じさせたい。密度のある“量”で“張り”がある“力”を


























の表面に鋳型面の様子があまり反映されていなかった。さらに、 8 番～ 50
番の結果と比較するため、もう一種類の 50 番の土間土を使用することにし
た。  

















を固定する【図 3－28】。  
 
 
図 3－ 27 原型の石膏取り  
予め作成しておいた粘土の彫刻
原型（27 ㎝×17.5 ㎝×14 ㎝）を一
度石膏取りして、石膏原型として鋳
型の成形に用いる【図 3－27】。 
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図 3－ 30 鋳肌材付け  
 
図 3－ 31 8 番粗い鋳型土付け  
 
先ほど述べたように 8 番の篩を通った土間土はもう一回 50 番の篩をかけ
て、篩に残った比較的粗い粒度の土を鋳肌土に使う【図 3－30】。  
 
                                                   
45 今回の研究では実験的に市販のトイレトッペーパーの使用を試みた。  
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図 3－ 32 筋金で補強  
 
図 3－ 33 8 番粗い鋳型土付け  
 
更に、粘り強い 8 番の粗い鋳型土をつけ【図 3－31】、筋金で補強し【図 3
－32】、さらに 8 番の粗い鋳型土で筋金を埋めるという順番で 2 枚の外型を
成形する。  














そして、木を鋳型の補強材として使う例が現在も見られる 47。  
                                                   
46三船温尚：『東アジアの青銅鋳造技法の地域的特徴と変遷に関する研究』  P186 2006
年  
47三船温尚  清水康二  長柄毅一  白雲翔  Sharada Srinivasan：「インド・ケララ州に
おける挽き型ゲージを使用しない回転器物の蝋型鋳造法  ―中国古代青銅鏡の鋳型作り






図 3－ 34 中子を金属の厚み分だけ削る  
 









図 3－ 36 鋳型の湯口の部分  
 
図 3－ 37 鋳込み  
 
 
                                                                                                                                                     
研究への提案として―」『アジア鋳造技法史学会  研究発表概要集  5 号』アジア鋳造技
法史学会  P123 2011 年  







図 3－ 38 A 面  
 
図 3－ 39 B 面  
 
図 3－38、図 3－39 で示したように天然材料を使用した鋳型でも立体造形


























































































































肌土付け、8 番の粗い鋳型土付け、筋金の補強、さらに 8 番の粗い鋳型土で
埋め、前回の実験と同じ手順で外型を成形した【図 3－40】。  
 
 
図 3－ 40 完成した外型  
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図 3－ 43 中子土付け  
 




を約 2.5 ㎝程度の厚みで付けていく。巾置面 48の部分は鋳肌と同じ 50 番の
土間土で中子土と同じ厚みで付ける。さらに、中子砂と巾置部分の全面を 8
番の粗い鋳型土で補強する【図 3－44】。  
 
                                                   
48 外型の合わせ面となる部分  
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図 3－ 45 針金で外型を縛る  
 
図 3－ 46 中子と外型の合わせ目  
 
図 3－45 で示したように、再び 2 枚の外型を合わせて、2 枚の外型の筋金
を垂直に針金で縛る。そして、8 番の粗い鋳型土で中子の隙間を詰めてから
中子と外型の合わせ目をつける【図 3－46】。  
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図 3－ 51 本来の型持ちの形イメージ図  
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図 3－ 53 型持ちの再処理  











図 3－ 54 湯道の成形  
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図 3－ 56 A 面  
 
図 3－ 57 B 面  
 
図 3－56 と図 3－57 は今回の実験で鋳造した彫刻造形の A、 B 面となって
いる。湯道を取り去り鋳放し状態で考察を行った。  
まず鋳肌についての考察では、今回の実験は鋳込みの温度を調整したため、








































図 3－ 59 A 面  
 






















らに、実験を行い、検討すべきであろう。    
   
3.4 総合的な表現－作品《夕焼け》 










































                                                   
4 9
 『荒神谷遺跡と青銅器  科学が解き明かす荒神谷の謎』 島根県古代文化センター  P23
～ 24 1995 年  
5 0
 佐原  真：『銅鐸の考古学』  東京大学出版社  P344 2002 年  





































図 3－ 61 宍道湖の夕焼け  
 
3.4.2 作品《夕焼け》の制作について 
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面に雲のような造形を施した【図 3－63、図 3－64】。  
 
 
図 3－ 64 鋳肌土の配置 A 面  
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図 3－ 66  鋳型面に当てる型持ちのイメージ図  
 





り式型持ち 51”を考えてみた。  
 
 











に型持ちの位置を決める【図 3－69】。  
 
                                                   
51 図 3－ 67 のように型持ちは外型の溝に嵌っているため、“嵌り式型持ち”と称した。  
  み   み    み  み  
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図 3－ 69 鋳型面に型持ちの位置を決める  














図 3－ 71 中子土付け  
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図 3－ 76 50 番土間土で塗布した中子の様
子  
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図 3－ 81《夕焼け》の A 面（ w42 ㎝×h26 ㎝×d17 ㎝）  
 
 
図 3－ 82 《夕焼け》の B 面  
 




































































形を行った【図 3－70】。  
更に、“嵌り式型持ち”と“斜面式型持ち”の同時導入で型持ちの穴は不
規則的な輪郭ではなく、嵌りの曲線に従って微妙に出張っているような鋳バ





















                                                   
52 三船温尚  増田浩太  清水康二  吉田広  劉治国  長柄毅一  阿部裕之  遠藤  透：
「出雲荒神谷遺跡出土銅剣 B62 の鋳バリ研究」『アジア鋳造技法史学会  研究発表概要集  
4 号』アジア鋳造技法史学会  P33 2010 年  
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第４章 古代鋳造技法によるブロンズ彫刻作品の制作 
4.1 作品《響き》について  
























作農耕の祭りに際して神を招くためのカネ、（後略） 55」。  
                                                   
53 佐原真『銅鐸の考古学』  東京大学出版会  P.43 2002 年  
54佐原真『銅鐸の考古学』  東京大学出版会  P.21～ 26 2002 年  
55 勝部昭「加茂岩倉遺跡と荒神谷いせき」『古代出雲の文化』朝日  新聞社  P.45 1998
年  


























                                                   
56佐原真『銅鐸の考古学』  東京大学出版会  P.70 2002 年  
57稲に宿っている神  
58佐原真『銅鐸の考古学』  東京大学出版会  P.71 2002 年  
59 『名家点金  文物知识系列  青铜器卷』  山东教育出版社  P.114  2013 年  
60 中国古代の官職。  
61 古代の中国では、皇帝のために音楽を管理する人の官名である。  
62周礼（しゅらい）は、儒家思想が重視する経書でる。  
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図 4－ 1 加茂岩倉遺跡の 23 号銅鐸  
 





















































                                                   
63佐原真『銅鐸の考古学』  東京大学出版会  P37 2002 年  




















図 4－ 4 粘土原型 A 面   
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消し、新たな雰囲気を作り出そうと試みた。その制作理念は制作過程図を用
















図 4－ 6 雌型取り（一層目の石膏）  
 
図 4－ 7 木材で石膏の雌型を補強  
 








大きな石膏雌型に強度を与えた。【図 4－ 7】。  
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図 4－ 11 鋳肌土付け  
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図 4－ 21 中子の筋金を埋めた様子  
筋金を針金で縛って組み合わせ
て 8 番の土間土で埋めた【図 4－21】。 
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図 4－ 25 鋳型を窯入れた状態  









図 4－ 26 鋳込み様子  
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図 4－ 27 鋳型を割り出した《響き》の A 面  
 
図 4－ 28 鋳型を割り出した《響き》の B 面  
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4.1.3 《響き》の表現について  
弥生時代に音を鳴らすことを目的として銅鐸が用いられた背景、その神秘
的な音、これらが感じられるような造形表現とするため作品の題名は≪響き
≫【図 4－29、図 4－30】と設定した（高さ 90 ㎝、幅 52 ㎝、奥行き 36ｃｍ、

























た【図 4－31】。  
銅鐸の身の表面には一般的に幾何学的な模様、動物の姿が描かれている。
さらに、銅鐸の身に不可解な“小穴”も存在している。前章では型持ちの原









































4.2 作品《長い旅》について  
4.2.1 銅鐸の造型性からの展開―全体像と多くの謎―  
銅鐸の大きさは用途に合わせて、最初は 12 センチぐらいであったが、次
第に大型化し、現存する最大のものは、 1881 年に滋賀県野洲市野洲町大岩
















ある鈕、その機能の概要を示す。田  図 4－ 33 銅鐸各部位の名称 
                                                   
64佐原真『銅鐸の考古学』  東京大学出版会  P45～ 47 2002 年  
























                                                   
65 1933－  昭和後期 -平成時代の考古学者。  
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図 4－ 40 押し台の成形  
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図 4－ 43 鋳肌土つけ  












図 4－ 45 鋳型面  
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66 裏土（うらつち）とは、粘土板である。金属の厚みに置換するため、 3 ㎜程度の厚みと
なる。  
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図 4－ 48 中子砂を盛り付け  
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に流し込んだ【 4－53 図】。 
 
 







                                                   
67 タガネ（鏨）は鋼、鉄製である。金属加工の場合は切断、削る、或いは凹凸をつける道
具である。  
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図 4－ 59 鋳肌土付けⅠ 
 
図 4－ 60 《長い旅》表面の質感Ⅰ 























図 4－ 61 鋳肌土付けⅡ 
 
図 4－ 62 《長い旅》表面の質感Ⅱ  







図 4－ 63 湯島聖堂での展示  
 
































図 4－ 64 《岩礁の番人》  
                                                   
鋳物の形に合わせ、抜け勾配を考えながら、鋳型を複数に分けて制作する。抜け勾配の比
較的小さいな鋳型は寄せ型という。  
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4.3.2 作品《生命》の制作  
 









んで湯道を設置する【図 4－65】。  
 
 
図 4－ 66 50 番土間土を付ける  
離型材として薄紙を使用し、押し
台と鉄棒の上に被せる。そして、押




図 4－ 67 筋金で補強  




          第 4 章 古代鋳造技法によるブロンズ彫刻作品の制作 
 157 
 













図 4－ 70 50 番土間土付け  
 更に、50 番土間土→8 番土間土
→筋金補強→ 8 土間土という順番
で も う 片 面 の 鋳 型 を 完 成 さ せ る
【図 4－70】。 
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図 4－ 74 鋳込み前の準備  
型焼を済ませて、鋳込み易いよう
に鋳型の位置と角度を調整しなが
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一つ生命体として成長していく様子を表現した【図 4－77】。  
 
 
図 4－ 77 《生命》 27×154（ cm）  




図 4－ 78 森での展示   
 
4.4 作品《仰ぐ》について  
























図 4－ 79 加茂岩倉 23 号銅鐸（側面）  
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図 4－ 80 《仰ぐ》のスケッチイメージ  
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図 4－ 81 スケッチイメージ（型持ち） 
 




した。《仰ぐ》の高さは 200ｃｍをイメージしていて、縦横比を 10 倍以上に、
最底部の奥行は 18 ㎝程度にし、上部へ向かって徐々に細くなり、最高部は
8 ㎝程度にする。これによって底部から空へ向かって伸びていく、高くて、








部分の高さは 50 ㎝、更にその次の部分の高さも 50 ㎝、最上部の高さは 80
㎝にした。完成後、背後に支えとなる理論を省察してみた。分割といえば、
黄金比である。偶然にこの数値 3、5、8、13、21 はフィボナッチ数列に当て
嵌ることに気付き、最終的に高さを 210 ㎝に決定し、最上部の高さを 80 ㎝
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に修正した【図 4－83】。即ち A は 30cm、B は 50 ㎝、C は 50ｃｍ、D は 80




図 4－ 83 スケッチイメージ（高さ）  











高さ 170 ㎝、7 番目最上部の型持
ちの位置は高さ 195 ㎝にした。型  





簡単な模型【図 4－84】も試作してみた。  
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図 4－ 84 作品の模型  
 






に構想した。最も粗い土 A から最も細かい土 E へ全部で 5 種類の鋳型材を用
いて、【図 4－85】で示された通りに配置して行く。徐々に滑らかに変化し
ていくため、 A から、A と B が混ざっている成型材へ、また B から、 B と C
が混ざっている成型材へ、次は C から、C と D が混ざっている成型材へ、更
に D から、D と E が混ざっている成型材へ、最後に E を用いる。  
 
 
図 4－ 86 台のスケッチイメージ（四方形） 
 
図 4－ 87 台のスケッチイメージ（長方形） 
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4.4.2 作品《仰ぐ》の制作  
 



















図 4－ 89 モデリングの風景  
 
図 4－ 90 完成した粘土原型  



















 粘土原型が完成した様子を図 4－90 で示した。距離をおいて原型を眺める
と、全体的にシンプルな造形で構成されているが、下部は広く、上部にいく
と狭くなり、細長い台形で制作した。作品の最終イメージとしては、頂点の
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図 4－ 91 原型断面のイメージ図（角が強い
ことで面が凹ませるように見えてしまう） 
 
図 4－ 92 原型断面のイメージ図（作品の内
側から力を感じられるような造形）  
 
 また、作品 4 つの側面はそれぞれ水平な面になるように制作する予定であ
った。しかし面と面で構成された 4 つの角が強いことで、側面を凹ませたよ
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図 4－ 93 完成した粘土原型（サイズ及び鋳造過程においての作業イメージ）  
 
 




















に粘土原型を 30 ㎝、 50 ㎝、50 ㎝、80 ㎝ 4 つに分けることにした。この切
目は黄金比に基づき計算されたもので、目障りではなく、視覚的な美しさが
感じられるものと考えた【図 4－94】。  
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けた【図 4－96】。  
 
                                                   
69 溶けた石膏を指で抓んで粘土原型に投げつけること。  
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【図 4－99】。  
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図 4－ 101 雌型を合わせる  
 
図 4－ 102 割り出した雄型  
 図 4－101 のように雌型を合わせて、内側からスタッフで合わせ目を埋め
て雄型を一体にする。石膏の硬化による膨張を防止するため、雌型の外側か
らゴムで強く縛っておく。そして、一晩乾燥させから雌型を割り出して雄型
を取り抜く【図 4－102】。  
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図 4－ 104 鋳肌土つけ（川砂）  
表 4－１  
A 川砂  
B 8 番土間土  
C 海砂  
D 40 番土間土  
E 80 番土間土  
石膏原型の表面にまず離型剤の代わりに薄紙を被せて鋳肌土をつける。作
品の表面の質感は構想のように、A、B、C、D、E の 5 種類の異なる粒度の鋳
肌土をそれぞれ付けることによって作品の表面の豊かな表情を狙う。この 5
種類の鋳肌土は表 4－1 で示したように、A は川砂、B は 8 番土間土、C は海
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図 4－ 106 鋳肌土つけ（海砂）  


















た【図 4－107】。  
 
 




































図 4－ 109 粗い川砂の鋳肌表面  
 
図 4－ 110 細かい土間土の鋳肌表面  











図 4－ 113 中子砂を盛る  
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図 4－ 117 金属の厚みを削る（線入り）  
中子の表面を均一 3 ㎜の厚みに削
るため、まず図 4－117 のように一
定の間隔で深さ 3 ㎜の溝を彫る。   
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とに注意する【図 4－119】。  
 
 









                                                   
70 液体の金属が鋳型に流れる際に、鋳型内部の空気が外に抜ける通路である。  
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を整える【図 4－124】。  
 
 




30 ㎏）坩堝に入れる【図 4－125】。 
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出す【図 4－127】。  
 
 















                                                   
71 主に作品を固定するためのねじ止めの部分に指す。鋳造と彫刻分野通用する言葉である。 
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【図 4－130】。  
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図 4－ 136 溶接のイメージ図（溶接部分が
弱い例）  
 




















          第 4 章 古代鋳造技法によるブロンズ彫刻作品の制作 
 189 
 












          第 4 章 古代鋳造技法によるブロンズ彫刻作品の制作 
 190 
 






          第 4 章 古代鋳造技法によるブロンズ彫刻作品の制作 
 191 






























          第 4 章 古代鋳造技法によるブロンズ彫刻作品の制作 
 192 
表  4－ 2 各制作段階のイメージの比較  
構想 粘土原型制作 鋳造制作 
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鐸 写真提供 島根県 
教育委員会 
図3－23 加茂岩倉遺跡の23号銅




































































図4－2 『名家点金 文物知识系列 
青铜器卷』 山东教 







































































図4－63 筆者撮影  
図4－64 「向井良吉展」 編集・ 
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